
認定ＮＰＯ法人ささえあい医療人権センターＣＯＭＬ（ｺﾑﾙ） 

 

1990年 9月に活動をスタートし、2002 年以降は NPO法人として活動を続けています。2016年

7月 1日、更に公益性の高い NPOとして「認定 NPO法人」に認証されました。 

患者の主体的医療参加を目指し、患者一人ひとりが「いのちの主人公」「からだの責任者」

としての自覚を持った「賢い患者になりましょう」と呼びかけてきました。受け身から自立

へ、そして成熟した患者として医療に参画することが目標です。 

また、医療現場にインフォームド・コンセントとコミュニケーションの充実をはかり、患者・

医療者がそれぞれ半分ずつの役割を担い合う“協働する医療”を目指しています。 

活動内容は、会報誌「ＣＯＭＬ」の発行、電話相談、ミニセミナー「患者塾」、ＳＰグルー

プ（ＳＰ：Simulated Patient；摸擬患者）、病院探検隊、患者と医療者のコミュニケーショ

ン講座、医療をささえる市民養成講座、医療関係会議の一般委員養成講座など。患者と医療

者のよりよいコミュニケーションを構築するための活動を続けています。 

 

 

 

 

山口 育子 （ﾔﾏｸﾞﾁ ｲｸｺ） 

 

プロフィール 

1965 年大阪市生まれ。自らの患者体験から、患者の自立と主体的な医療への参加の必要性を

痛感していた 1991 年 11 月ＣＯＭＬと出合う。活動趣旨に共感し、1992 年 2 月にＣＯＭＬの

スタッフとなり、相談、編集、渉外などを担当。2002 年４月に法人化したＮＰＯ法人ささえ

あい医療人権センターＣＯＭＬの専務理事兼事務局長を経て、2011 年 8 月理事長に就任。社

会保障審議会医療部会をはじめとする数多くの厚生労働省審議会・検討会の委員を務めてい

る。2018 年 6 月 20 日に『賢い患者』（岩波新書）刊行。広島大学歯学部客員教授。ラジオ

NIKKEI「賢い患者になろう！」パーソナリティ（毎月第 4 金曜 17:20～17:40）。 

 


